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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期
第２四半期
累計期間

第31期
第２四半期
累計期間

第30期

会計期間
自 平成23年２月21日
至 平成23年８月20日

自 平成24年２月21日
至 平成24年８月20日

自 平成23年２月21日
至 平成24年２月20日

売上高（百万円） 　122,111　 　124,502　 249,306

経常利益（百万円） 3,021　　 2,516　　 7,373

四半期（当期）純利益（百万円） 567　　 971　　 1,468

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 1,667　 1,667　 1,667

発行済株式総数（株） 26,192,409 26,192,409 26,192,409

純資産額（百万円） 37,287 39,233 38,461

総資産額（百万円） 84,199 81,226 81,724

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
21.69 37.14 56.15

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
21.64 37.02 56.00

１株当たり配当額（円） － － 35.00

自己資本比率（％） 44.2 48.2 47.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,615 3,560 6,355

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,256 △2,318 △6,060

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,438 △1,440 △1,964

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（百万円）
3,733 2,944 3,143

　

回次
第30期
第２四半期
会計期間

第31期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成23年５月21日
至 平成23年８月20日

自 平成24年５月21日
至 平成24年８月20日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
32.71 20.23

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　　３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。　　　　　
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に

ついても異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期累計期間（平成24年２月21日から平成24年８月20日）における日本の経済は、東日本大震災に伴う

復興需要に陰りが見え始め、成長は鈍化傾向にありました。同時に個人消費は、エコカー補助金の適用による耐久財

消費が順調に増加したものの、当社が主に扱う食品など非耐久財消費は減少に転じ、個人消費全体では低調に推移

しております。

　当社の営業エリアである兵庫・中四国地域の景況は、四国地域を除き足踏み状態であり、当社における県別の業績

においてもその影響が表れる結果となりました。

　また、食品スーパーマーケット業界におきましても、消費者の購買意欲は生活防衛意識が一層高まる中において慎

重であり、加えてドラッグストアやコンビニエンスストア等との業態を超えた競争は熾烈さを増しております。

当社は、このような中で創業30周年を迎えました。この節目の年にあたり、原点である「すべてはお客さまのため

に」に基づき、更なる収益基盤の拡大、ローコスト経営の実現に努めてまいりました。

　販売面におきましては、異業態との競争に打ち勝つために、生鮮食品の販売再強化に取り組みました。まず、農産売

場では、グループ兄弟会社の強みである仕入及び売場作りに関する手法を当社に移植することによって、「旬」や

「鮮度感」の訴求力を高めた魅力ある売場構築を実現しました。ここで構築された手法は、他店の農産売場のみな

らず、水産を始めとする生鮮売場全体に水平展開を実施してまいりました。

　また、商品面におきましては、お客さまの価格志向にお応えするために、「30周年記念」商品及び「トップバ

リュ」商品の拡販に注力いたしました。「トップバリュ」商品の拡販については、毎月月初めに開催している

「トップバリュ週間」での販売強化、生鮮・デリカ部門における取扱品目数の拡大等によって、当第２四半期累計

期間の売上高構成比は13.0％（対前年同四半期比3.3％ポイント増加）となりました。なお、事業別には、ＳＭ事業

15.9％（同5.0％ポイント増加）、ＤＳ事業7.2％（同1.0％ポイント増加）であり、競合店との差別化に貢献してお

ります。

　次に、店舗展開におきましては、既存店への活性化投資を11店舗で実施することによって、地域におけるシェアの

拡大を図りました。具体的には、農産売場における「旬」や「鮮度感」の訴求、地元漁港直送による生鮮魚の鮮度向

上及び豊富な品揃えの実現等、生鮮の強化に取り組みました。加えて、地域のお客さまから「日常品であてにされる

店」を目指し、新たに８店舗においてドラッグの販売を開始いたしました。

　他方、急速に拡大するシニア市場に対応するために、魚惣菜など健康志向商品の拡販、介護用品の品揃え拡充、店内

休憩スペースの設置を行いました。

　また、当社は、現在24時間営業を26店舗にて実施しておりますが、社会全体が朝型の生活様式にシフトするといっ

た環境変化を踏まえ、６月１日から一部を除く店舗を７時開店に変更いたしました。これによって、従来9時開店で

あったザ・ビッグ店舗を含め、139店舗において「７時開店」を実施しております。

　これらの取組みによって、全店売上高は前年同四半期比102.0％の増収となりましたが、既存店売上高は、客数の減

少等によって同98.5％という厳しい結果となりました。

　一方、経費面におきましては、店舗基本照明のＬＥＤ化を推進するなど構造的な経費削減に取り組みました。しか

しながら、営業機会拡大による人件費の増加及びＷＡＯＮポイント企画拡大による販売促進費の増加によって、販

売費及び一般管理費は前年同四半期比103.8％となりました。

　このように、販売費及び一般管理費の増加が、売上高増加に伴い伸張した営業総利益の伸びを上回ったため、営業

利益は減益となりました。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の業績は、営業収益1,274億５百万円（対前年同四半期比101.9％）、営業利

益24億３百万円（同82.8％）、経常利益25億16百万円（同83.3％）の増収減益となりました。なお、四半期純利益に

つきましては、前年の第１四半期に資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額として12億46百万円を特別

損失に計上しているため、四半期純利益９億71百万円（同171.2％）の増益となりました。
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（注）文中表記について

（30周年記念商品）

・　創業30周年を機に30％増量など「30」をキーワードとして圧倒的な価格で提供する商品

（トップバリュ商品）

・  衣食住にわたり「安全・安心・正直」をコンセプトとして、ナショナルブランドと同等以上の品質で、かつお

買得価格で提供するイオンのブランド

（トップバリュ週間）

・　お客さまに「トップバリュ」ファンになっていただくことを目的として、「トップバリュ」を手にとっていた

だく機会を創出する１週間（毎月１日から７日）　

（ＷＡＯＮ）

・　イオンの登録商標で、イオンが発行する電子マネー

　

（２）財政状態の分析

（資産）　 

　当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べて４億98百万円減少し、812億26百万円となりました。

主な要因は、減価償却費等の計上による有形固定資産の減少10億75百万円、及び投資有価証券評価差額等による投

資その他の資産の増加６億14百万円によるものです。

（負債）

　当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比べて12億70百万円減少し、419億92百万円となりました。　主

な要因は、設備支払手形の減少７億33百万円及び長期借入金の返済５億12百万円によるものです。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比べて７億72百万円増加し、392億33百万円となりました。

主な要因は、その他有価証券評価差額金の計上６億97百万円によるものです。　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ

て１億98百万円減少し、29億44百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間に営業活動の結果獲得した資金は35億60百万円（前年同四半期累計期間は36億15百万円

の獲得)となりました。主な要因は、減価償却費の計上25億48百万円、減損損失の計上５億８百万円及び仕入債務の

増加４億95百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間に投資活動の結果使用した資金は23億18百万円（前年同四半期累計期間は32億56百万円

の使用）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出24億80百万円及び有形固定資産の売却による

収入１億71百万円によるものです。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第２四半期累計期間に財務活動の結果使用した資金は14億40百万円（前年同四半期累計期間は14億38百万円

の使用）となりました。主な要因は、配当金の支払額９億16百万円及び長期借入金の返済による支出５億12百万円

によるものです。   

 　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。 

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。   
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）
普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末 
現在発行数（株）
（平成24年８月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年10月２日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 26,192,409 26,192,409
㈱大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
100株 

計 26,192,409 26,192,409 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。  

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年５月21日～

平成24年８月20日 
－ 26,192,409 － 1,667 － 4,641
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

イオン株式会社 千葉市美浜区中瀬１丁目５番地１ 15,203　 58.05　

マックスバリュ西日本グループ社員

持株会
兵庫県姫路市三左衛門堀東の町121番地 729　 2.79　

丸魚水産株式会社 兵庫県姫路市延末295番地 652　 2.49　

株式会社みやもと 山口県光市浅江２丁目５番地７ 509　 1.94　

宮本　一男 山口県光市 479　 1.83　

株式会社コックス 東京都中央区日本橋１丁目２番１号 424　 1.62　

山本　哲夫 山口県光市 367　 1.40　

新光商事株式会社 山口県光市虹ケ浜３丁目７番15 360　 1.37　

加藤産業株式会社 兵庫県西宮市松原町９番20号 323　 1.24　

イオンフードサプライ株式会社 千葉県船橋市高瀬町24番12号 238　 0.91　

計 － 19,289　 73.64　

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年８月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　 41,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  26,114,700 261,147 －

単元未満株式 普通株式 　　 35,809 － －

発行済株式総数 26,192,409 － －

総株主の議決権 － 261,147 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成24年８月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

マックスバリュ

西日本株式会社

広島市南区段原南一丁目３

番52号
41,900 － 41,900 0.16

計 － 41,900 － 41,900 0.16

　（注）　上記のほか、株主名簿上は自己名義となっておりますが、実質的には所有していない株式が100株（議決権１個）

あります。なお、当該株式数は、上記の「発行済株式」欄の「完全議決権株式（その他）」に含まれておりま

す。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年５月21日から平成24年

８月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年２月21日から平成24年８月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

　３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,143 2,944

売掛金 497 546

商品 7,588 7,947

貯蔵品 72 77

その他 6,581 6,378

流動資産合計 17,883 17,894

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 30,088 29,584

土地 7,436 7,309

その他（純額） 9,470 9,025

有形固定資産合計 46,995 45,919

無形固定資産 750 702

投資その他の資産 16,094 16,709

固定資産合計 63,840 63,331

資産合計 81,724 81,226

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,461 21,957

1年内返済予定の長期借入金 1,024 1,026

未払法人税等 1,964 1,000

賞与引当金 534 385

役員業績報酬引当金 38 7

設備関係支払手形 2,428 1,695

その他 5,363 5,980

流動負債合計 32,815 32,053

固定負債

長期借入金 1,764 1,250

退職給付引当金 389 447

資産除去債務 2,593 2,596

その他 5,701 5,645

固定負債合計 10,447 9,939

負債合計 43,263 41,992
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,667 1,667

資本剰余金 4,641 4,641

利益剰余金 30,051 30,107

自己株式 △50 △50

株主資本合計 36,310 36,365

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,077 2,775

評価・換算差額等合計 2,077 2,775

新株予約権 73 92

純資産合計 38,461 39,233

負債純資産合計 81,724 81,226
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年２月21日
　至　平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年２月21日
　至　平成24年８月20日)

売上高 122,111 124,502

売上原価 93,508 95,333

売上総利益 28,603 29,168

その他の営業収入 2,887 2,903

営業総利益 31,490 32,072

販売費及び一般管理費 ※
 28,588

※
 29,668

営業利益 2,901 2,403

営業外収益

受取利息及び配当金 100 98

その他 79 78

営業外収益合計 179 177

営業外費用

支払利息 43 35

租税公課 － 13

その他 16 15

営業外費用合計 59 64

経常利益 3,021 2,516

特別利益

収用補償金 5 －

特別利益合計 5 －

特別損失

固定資産除売却損 12 80

減損損失 190 508

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,246 －

その他 251 46

特別損失合計 1,701 635

税引前四半期純利益 1,325 1,881

法人税等 758 909

四半期純利益 567 971
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年２月21日
　至　平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年２月21日
　至　平成24年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,325 1,881

減価償却費 2,557 2,548

減損損失 190 508

投資有価証券評価損益（△は益） 120 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 52 58

賞与引当金の増減額（△は減少） △191 △148

受取利息及び受取配当金 △100 △98

支払利息 43 35

固定資産除売却損益（△は益） 5 80

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － △11

役員業績報酬引当金の増減額(△は減少) △31 △30

売上債権の増減額（△は増加） △20 △49

たな卸資産の増減額（△は増加） △77 △363

未収入金の増減額（△は増加） △169 △13

仕入債務の増減額（△は減少） 879 495

未払金の増減額（△は減少） 91 △2

未払消費税等の増減額（△は減少） △381 △126

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,246 －

その他 456 628

小計 5,998 5,392

利息及び配当金の受取額 94 93

利息の支払額 △36 △29

法人税等の支払額 △2,440 △1,896

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,615 3,560

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,197 △2,480

有形固定資産の売却による収入 － 171

無形固定資産の取得による支出 △10 △0

差入保証金の差入による支出 △57 △79

差入保証金の回収による収入 147 145

預り保証金の返還による支出 △136 △89

預り保証金の受入による収入 45 39

その他 △46 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,256 △2,318
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（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年２月21日
　至　平成23年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年２月21日
　至　平成24年８月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △512 △512

配当金の支払額 △913 △916

その他 △12 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,438 △1,440

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,079 △198

現金及び現金同等物の期首残高 4,813 3,143

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,733

※
 2,944
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【追加情報】

 当第２四半期累計期間
（自　平成24年２月21日
　　至　平成24年８月20日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は下記のとおりであります。

　

 
前第２四半期累計期間
（自　平成23年２月21日
至　平成23年８月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年２月21日
至　平成24年８月20日）

　 （百万円）　　　　　　 （百万円）

広告宣伝費 1,170　 1,412　

給料及び賞与 11,942　 12,146　

賞与引当金繰入額 479　 385　

役員業績報酬引当金繰入額 38　 7　

退職給付費用 258　 271　

水道光熱費 1,978　 2,055　

地代家賃 3,463　 3,596　

減価償却費 2,553　 2,545　

その他 6,704　 7,247　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりであり

　　ます。　

 
前第２四半期累計期間
（自　平成23年２月21日
至　平成23年８月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年２月21日
至　平成24年８月20日）

　 （百万円）　　　　　　 （百万円）

現金及び預金 3,733　 2,944　

現金及び現金同等物 3,733　 2,944　

  

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年２月21日　至　平成23年８月20日）

　　　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月12日

定時株主総会
普通株式 915 35.00平成23年２月20日平成23年５月13日利益剰余金

　 　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年２月21日　至　平成24年８月20日） 

　　　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日

定時株主総会
普通株式 915 35.00平成24年２月20日平成24年５月16日利益剰余金

　 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は食料品及び日用雑貨等の販売を主力としたスーパーマーケットの運営及びその付随業務の単一セグ

メントであるため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年２月21日
至　平成23年８月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年２月21日
至　平成24年８月20日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 21円69銭 37円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 567 971

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 567 971

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,150 26,150

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 21円64銭 37円02銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 67 87

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

　

　

－　

　

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年９月25日

マックスバリュ西日本株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　　中山　紀昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　　三浦　宏和　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマックスバリュ西

日本株式会社の平成24年２月21日から平成25年２月28日までの第31期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年５月21

日から平成24年８月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年２月21日から平成24年８月20日まで）に係る四半期

財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、マックスバリュ西日本株式会社の平成24年８月20日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化されたものであり、その原本は当社（四半　期

報告書提出会社）が四半期財務諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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